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フ

ーノ、

の

指
数
理
論

フ

ケ

l当

ス

内

海-

ロH
「

EHμ 

げ
ハ
ド

白
民

そ
の
若
{
指
数
の
却
論
統
計
的
比
較
の
論
理
の
た
め
の
一
寄
興
一
を
巾
心
に
、
其
の
他
の
文
献
を
も
参
加
し
乍
ら
、

に
閥
す
る
所
設
の
要
駄
を
述
べ
る
事
が
本
稿
の
課
題
で
あ
る
。

フ
ラ
ス
ケ
ム
パ
ー
の
指
数
問
題

ま
づ
「
指
数
の
現
論
」
に
於
け
る
問
題
の
提
起
、
限
定
並
び
に
問
閥
解
決
の
方
法
を
フ
ラ
ス
ケ
ム
パ

l
自
身
代
聞
か
う
。

一
本
帯
の
課
旭
は
指
敢
の
晶
体
・
4

有
形
相
ん
と
其
む
附
論
的
芯
味
及
び
志
誌
の
問
題
を
、
指
数
川
討
を
統
計
的
比
較
の
間
開
の
特
殊
問
胞
と
し
て
取
扱
山
誌

に
よ
ワ
て
、
統
一
的
に
解
明
す
る
事
で
あ
る
。
蓋
し
、
指
数
は
統
計
的
比
較
の
倒
助
手
段
な
の
だ
か
ら
で
あ
る
。
」

「
本
書
に
お
い
て
は
指
数
の
理
論
、
又
は
論
理
の
み
が
以
扱
は
れ
、
技
術
的
及
び
材
料
的
諸
問
題
は
論
ピ
ら
恥
な
い
。
此
庖
に
技
術
的
及
び
材
料
的
諸

問
題
と
は
、
例
へ
ば
生
計
費
指
数
に
於
げ
る
債
格
表
一
市
の
獲
得
の
仕
方
、
観
察
さ
る
べ
き
肉
品
の
選
探
、
組
枕
支
出
も
開
制
慮
さ
る
べ
き
か
杏
か
の
問
題

等
々
の
閣
で
あ
る
。
著
者
は
こ
れ
ら
の
問
題
を
本
書
か
ら
除
外
し
た
。
蓋
し
、
第
一

κ
こ
れ
ら
の
問
題
は
従
来
し
ば
/
¥
以
扱
は
れ
て
屑
り
、
第
二
に

其
の
解
明

l
|そ
れ
が
そ
れ
白
樺
如
何
に
重
要
で
あ
ら
う
と
も
ー
ー
は
各
特
別
な
油
用
領
域
応
封
し
て
特
別
な
仕
方
で
遂
行
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
0

-
司

・
其
の
事
は
本
書
の
統
一
性
を
損
ふ
で
あ
ら
ろ
。
総
て
の
指
数
ー

i
そ
れ
が
如
何
な
る
事
物
的
制
域
に
迎
則
さ
れ
る
か
に
係
は

p
な
〈

|
lの
来
礎
に

横
た
は
る
論
現
を
際
ら
か
に
す
る
事
が
培
主
し
い
。
」

此
庭
で
彼
の
問
題
解
決
方
法
の
特
別
以
が
叫
刊
に
説
明
を
要
す
る

3

彼
の
所
謂
統
計
的
比
較
の
論
却
は
、
彼
の
統
計
取
の
悌
系
に
沿
け

の
一
構
成
分
で
あ
か
。
統
計
的
併
の
諭
湖
一
の
茶
木
的
判
貨
は
所
調

る
一
般
統
計
皐
の
し
内
容
た
る
統
計
皐
の
論
川
崎
(
一
般
統
計
方
法
諭
)

「
数
誠
却
と
事
論
理
の
並
行
主
義
」
で
あ
る
か
ら
、
本
当
の
問
題
解
決
方
法
は
数
・
事
九
州
理
・
並
行
主
義
の
川
山
怨
の
指
数
問
題
へ
の
共
慌

プ
ラ
ス
ケ
ム
パ
ー
の
指
数
理
論

第
四
十
七
巻

四

第

誼起

七

I1aul Fla:s k~hnpe:r， Theorie der Index;，:;ahlen. Beitrag zur Logik des statis-
ti~chen Vergleich. (Berlin u. Lcipzig. 1928)・
木村喜一郎、物償指数に閥アるー諭(総済論叢
に闘するフラスケムパーの所論(三 HI事合雑誌
P. Flaskamper， a. a. 0.， Vorwort "'/1. 
l? Fla..tikar可，>er，Stati司法. Tcil I. (M:e)'er乍 ¥Vorterbucher.9. Bd.) 

指数の怯質29の3)寺尾崎磨、
23(07)参照。

3) 
4) 



フ
ヲ
ス
ケ
ム
バ
!
の
指
数
理
論

第
四
十
七
巻

/1、

第

競

四

四

化
と
し
て
特
質
付
け
ら
れ
得
る
で
あ
ら
う
。
ず
な
は
ち
、
数
巾
事
論
瑚
並
行
主
義
と
は
「
綿
て
の
統
計
問
中
に
ゐ
い
て
使
用
さ
れ
る
計
算

手
績
き
は
事
物
的
l
l
直
観
的
立
味
を
持
た
な
け
れ
ば
た
ら
な
い
。

而
し
て
線
て
の
個
々
の
揚
合
に
沿
い
て
、
北
パ
の
意
味
が
問
題
設
定

の
怠
味
に
誠
舷
す
る
手
続
き
が
揮
ば
れ
-
な
け
れ
ば
た
ら
友
い
。

そ
れ
故
に
各
L
q

の
紋
態
に
制
し
て
巌
常
に
云
っ
て
唯
だ
一

つ
の
手
続

き
(
例
へ
ば
唯
一
ヴ
山
平
均
値
}
が
存
花
し
、

又
は
多
数
の
子
続
き
が
相
法
ん
で
有
広
味
な
れ
方
で
泊
閉
さ
れ
得
る
揚
ム
口
に
は
北
ハ
れ
ら
は

市
巾
に
相
界
一
る
怠
味
を
山
つ
」
事
の
要
清
と
し
て
定
義
さ
れ
る
の
ゼ
あ
る
が
、

以
F
に
必
い
七
は
数
論
理
的
概
念

〈
比
府
叫
に
激
論
内
的
概

会
と
は
教
思
恥
、
b
凶
戒
し
、
敷
阜
の
領
域
K
恥
い
て
特
定
の
諭
想
的
意
味
を
持
つ
概
念
の
溜
で
あ
っ
て
、

ぞ
れ
が
統
計
事
に
移
入
さ
れ
た
る
場
合
に
ほ

教
的
結
果
の
表
示
に
役
立
つ
概
念
と
な
る
O
)

た
る
比
率
(
筒
、
首
分
率
)
及
び
平
均
の
多
様
な
る
計
算
可
能
性
を
事
論
理
概
念
(
同
有
白
歌
的
方

法
即
ち
数
理
的
方
法
と
共
に
会
統
計
的
工
作
を
誘
導
し
、
又
は
誘
導
す
べ
き
一
切
の
討
究
)
、
特
に
「
数
的
関
係
の
事
物
的
な
味
を
我
々
に
到
し

て
明
断
す
ぺ
き
概
念
」
た
る
と
と
ろ
の
同
種
性
の
概
念
、
統
計
的
比
較
の
論
却
の
基
礎
概
念
(
構
造
的
差
手
古
除
却
せ
る
比
較
、
非
除
却
比

い
収
、
比
較
基
準
等
々
の
概
念
}
等
K

に
遁
膝
せ
し
め
る
事
が
問
題
な
の
で
あ
る
。

か
L
る
問
題
解
決
の
方
法
は
専
ら
数
論
理
に
終
始
す
る
フ
イ
ツ
シ
ヤ
ー
に
針
し
、
ま
た
7

イ
ツ
シ
ヤ

1
以
後
の
指
数
の
経
済
率
的

i

6

7

 

立
味
(
算
定
目
的
)
の
反
省
の
傾
向
(
ハ

1
バ
ラ
1
、
ケ
イ
y
f
)
に
針
し
て
の
此
の
設
の
特
具
、
刊
を
な
す
と
こ
ら
の
も
の
で
あ
る
。

此
の
問
題
解
決
方
法
に
よ
っ
て
、

フ
ラ
ス
ケ
ム
パ
ー
は
諸
指
数
算
式
の
意
味
を
規
定
す
る
の
外
、
な
ほ
指
数
の
形
式
的
吟
味
の
問

題
、
比
率
の
平
均
と
平
均
の
比
率
の
問
題
等
の
一
連
の
指
数
埋
論
の
侍
統
的
諸
問
題
を
論
じ
て
ゐ
る
が
、
以
下
次
の
三
ケ
の
問
題
を

擦
ぴ
出
し
て
彼
の
所
説
を
み
る
事
と
す
る
。

(
一
)
統
計
的
比
較
の
論
理
、

(
二
)
指
数
算
式
の
論
型
的
意
味
、

(
三
)
平
均
の
鑓
動
ム
」
平
均
的
被
動
の
概
念
的
矛
盾
、

lrving Fisher. The Makin巨 oflndexnumbers. A stud、οftlte:tT "aTietîes.~ te..ts 
anrl re1iability.同 condedition TC~vüed (Boston and :!'l!;~W Ynrk. 1923・)

O. Haberler， Der出nnder Innen.ahlen. (Tii.bingen. I9::!7・)
J. M. Keynes， A Trea ti~e on Money (1.0副 lonI930.) 
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一一

統
計
的
比
較
の
論
理
と
指
数
が
一
般
に
如
何
な
る
関
係
に
あ
る
も
の
か
を
考
察
し
、
爾
後
の
問
題
の
展
開
に
必
要
友
限
り
に
ゐ
い

て
統
計
的
比
較
の
論
理
の
内
容
を
瞭
ら
か
に
す
る
事
が
以
下
の
課
題
で
る
み
。

指
数
は
ア
ラ
ス
ケ
ム
パ

I
K
K
M
い
て
は
比
率
の
一
種
で
あ
る
。
筒
皐
左
る
数
論
理
的
概
念
で
あ
る
比
率
(
商
、
百
分
率
)
は
計
量
さ
る

べ
き
大
量
の
種
々
な
る
論
理
的
関
係
可
能
性
を
標
準
と
し
て
突
の
如
く
分
類
せ
ら
れ
る
。

「
比
率
白
任
務
は
相
共
る
大
量
の
閣
の
関
係
を
直
視
可
能
な
ら
し
め
る
に
あ
る
。

も
し
も
湘
互
に
閥
係
に
置
か
る
べ
き
大
量
が

国国「。回「
L
M周
回
凶

Z
。ョ

C
E
2
。E
E
Zロ伺

の
関
係
に
あ
る
な
ら
ば
、
構
成
教
と
一
百
は
れ
、

問。
3

三一コ且一ココ

又
tま

の
閥
係
に
あ
り
、

且
つ
同
時
に

同

-g《

dto『

LB==司

そ
札
が

内
定
順
ヨ
含
ユ
一
問
し
た
が
っ
て
事
物
的
に
報
況
な
ら
ざ
る
も
の
で
あ
る
な
ら
ば
関
係
殺
と
一
疋
は
れ
る
。

肌
つ
阿
樋
で
あ
る
な
ら
ば
指
数
と
廷
は
れ
る
d
)
則
ち
「
指
教
ぽ
同
種
・

|司
1'v: 
dつ

;た

を
HI 
J，t: 

jごじ 4 

1佼 b

-fjJ 

J込予
ゴぜ 才し

;ζ が

め'"誌、 5
C)').' ~~ 

の
閥
係
に
あ
り
、

指
数
と
云
ふ
教
的
表
現
を
如
何
に
観
念
す
る
か
に
就
い
て
は
諸
家
の
見
解
の
一
致
せ
ざ
る
と
と
ろ
で
あ
り
、

ア
ヲ
ス
ケ
ム
パ

l
は

指
数
を
上
述
の
如
く
規
定
す
る
が
故
に

i
後
述
す
る
如
く

l
指
数
問
題
解
決
の
鍵
を
統
計
的
比
伎
の
論
理
に
見
出
し
て
ゐ
る
の
で
あ

る
が
、
今
、
念
の
た
め
に
指
数
の
概
念
規
定
に
就
い
て
の
針
立
的
見
解
の
若
干
を
る
げ
て
沿
く
と
、
〈
二
指
数
の
概
念
規
定
に
付
き

一
論
文
を
物
し
、
従
来
の
指
数
概
念
を
四
P
イ
プ
に
区
別
し
た
ワ
イ
が
ん
は
指
数
が
償
額
の
総
和
た
る
法
救
{
絡
調
教
)
で
る
る
と
主

張
し
で
治
り
、

フ
ヲ
ス
ケ
ム
パ
1
の
所
説
と
は
比
率
た
る
と
然
ら
ざ
る
と
の
賄
で
特
に
創
立
的
で
あ
り
、

(
二
)
ま
た
コ
ン
ラ

I
ド
の

「
闘
交
畑
中
辞
典
」
に
な
け
る
モ
ル
ヂ
ン
ロ

l
ト
の
指
数
は
比
率
一
般
友
り
と
す
る
見
解
は
7

ラ
ス
ケ
ム
パ
ー
の
そ
れ
と
比
率
の
事
論
迎

(
一
ニ
)
更
に
フ
イ
ツ
シ
ヤ

l
は
指
数
を
低
俗
比
率
の
千
均
と
定
義
す
る
事
に
よ

的
概
念
に
よ
る
匝
別
を
行
ふ
と
否
と
に
よ
っ
て
呉
る
。

っ
て
債
格
比
李
(
草
純
指
数
、
個
別
指
数
)
そ
の
も
の
を
も
指
数
に
ふ
く
ま
し
め
る
フ
ラ
ス
ケ
ム
パ

I
と
針
立
す
る
。

フ
ヲ
ス
ケ
ム
バ

I

刀
指
数
理
論

第
四
十
七
巻

策

競

えa

四

五

叉
fi 

Vgl. F. Zi;:ek， Grundriss rler Statistik. S. 1].2-.1 
P. Flaskämper~ StatistilιTeil 1. S. n: 
P. Fl.包kamper;o a. a. 0.， Einleitun"r“ 

P. ¥Veigel， Inde叶仇rn(J ahrb. f. Nιu. Stat.~ 日 7.Bι) S. 179-133・
vv. Morgenroth， Indexziffè~rn (I-IandworlerlJUch. del" Staa::;twi::isenschaften， Vierte 
Au自age.5. Bd.) S. 393. 
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フ
フ
ス
ケ
ム
パ

l

目
指
薮
理
論

第
四
十
七
巻

第

拡

C 

四
二
六

フ
ラ
ス
ケ
ム
バ

l
k
於
て
は
指
数
の
理
論
的
諮
問
題
は
統
計
的
比
較
の
論
測
の
特
殊
問
題
と
し
て
取
扱
は
れ
る
。
か
L

る
取
扱
ひ

が
許
さ
れ
る
の
は

l
前
掲
の
引
別
文
に
も
記
さ
れ
て
あ
る
や
う
に

l
指
数
が
統
計
的
比
較
の
補
助
手
段
で
あ
る
と
見
た
さ
れ
る
か
ら

で
あ
る
が
、
然
ら
ぽ
統
計
的
比
較
と
は
何
か
了
統
計
的
比
較
と
は
同
種
の
大
い
さ
の
景
的
業
具
の
数
字
的
形
態
を
以
て
す
る
確
定
の

謂
で
あ
る
。
此
の
確
定
は
絶
劉
的
差
異
の
形
で
も
な
さ
れ
得
る
し
、
相
射
的
差
異
の
形
で
も
な
さ
れ
得
る
。
指
数
は
構
成
数
と
共
に

後
者
の
形
で
の
献
定
に
役
立
つ
比
率
た
の
で
あ
る
。

と
れ
が
指
数
が

l
比
較
の
目
的
の
た
め
に
構
成
さ
れ
た
平
均
値
、
岡
表
、
表
に

よ
れ

J

て
一
不
め
苫
れ
た
数
字
材
刺
と
共
に
(
ヂ
ー
ヂ
中
グ
)
!
統
計
的
比
較
め
柿
助
手
段
と
一
玄
は
れ
る
所
以
で
あ
る
。

指
数
が
統
計
的
比
較
の
補
助
手
段
た
る
限
り
、
指
数
は
統
計
的
比
較
の
論
迎
!
ヂ
1
ヂ
ヱ
ク
の
言
葉
を
以
っ
て
す
れ
ば
、
統
計
的

比
較
途
行
の
正
賞
左
る
手
続
き
の
規
則

i
に
従
ふ
も
の
で
友
け
れ
ば
左
ら
友
い
。
然
ら
ば
統
計
的
比
較
の
論
理
一
般
は
如
何
内
容
の

も
の
た
の
か
?

ヂ
1
ヂ
ヱ
ク
は
そ
の
稿
「
統
計
的
比
較
」
に
沿
い
て
、

一
般
的
比
較
目
的
(
特
定
の
問
題
設
定
か
ら
出
愛
し
、

特
定
の
数
値
の
比
較
に
よ
っ

て
満
足
さ
れ
る

E
F
E
E
s
u
E
E
E
E
)
を
前
提
し
、
比
較
の
方
法
的
遂
行
の
五
つ
の
契
機
と
し
て
一
一
一
要
素
、
邸
ち
(
一
)
比
較
針
象
H

比
較
標
準
、

(
一
一
)
比
較
さ
れ
る
群
H
大
量
、

2
3
比
佼
結
果
、
及
び
二
前
提
、
則
ち
(
一
)
形
式
的
比
較
可
能
性
、

(
二
)
相
異
る
規
模

に
ゐ
け
る
不
完
全
た
調
査
の
た
め
の
比
較
不
可
能
性
な
き
事
、
を
あ
げ
る
が
、

フ
ラ
ス
ケ
ム
パ

l
は
比
較
の
論
現
に
ゐ
け
る
、
指
数

問
題
展
開
の
出
鼓
動
と
な
る
「
根
本
的
危
も
の
」
と
し
て
、
特
に
比
較
の
前
提
と
し
て
の
同
種
性
{
比
較
可
能
性
)
と
比
較
結
果
を
問
題

に
し
、
比
較
標
準
の
相
違
に
つ
い
て
附
設
す
る
。

比
較
の
前
提
と
し
て
の
同
種
性
と
は
比
較
さ
れ
る
二
つ
の
大
い
さ
が
同
一
の
上
位
概
念
に
従
属
す
る
差
別
と
同
一
の
混
合
物
で
あ

Vgl. DerseIbe， "P. Flaskam開口 Theorieder Indexz.ahJen“(Deutsches Statis. 
tisches Zentralblatt. 21. Bd.) S. 65・
1. FisherJ The Making of Indexnumbers. p・3.
Vg1. P. Flaskamper， a. a. 0.， S. 190自

F. Ziiek， Der slati:;tische Vergl-eich. (Allg・Stat.Archiv. "" Bd.) S. 525-550. 
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る
事
、
而
も
、

比
岐
・
さ
れ
る
一
方
向
に
沿
い
て
の
み
差
別
付
け
ら
れ
て
ゐ
る
事
を
意
味
す
る
。
統
計
数
の
同
種
性
は
所
謂
四
概
念

(
調
査
草
作
、
調
査
標
識
、
群
、
表
示
)
の
一
致
に
よ
っ
て
興
へ
ら
れ
る
の
で
あ
る
が
、
共
の
際
、

比
較
さ
れ
る
犬
い
さ
は
比
較
さ
れ
る
方

向
の
襟
識
に
お
い
て
だ
け
相
違
し
て
ゐ
た
け
れ
ば
な
ら
友
い
。
ヂ
1
ヂ
エ
ク
は
云
ふ
「
比
較
可
能
左
教
は
憾
で
の
方
法
論
的
に
特
定

友
概
念
に
闘
し
て
一
致
せ
ね
ば
友
ら
た
い
。
但
し
、
共
れ
ら
を
差
別
付
け
る
と
と
ろ
の
時
間
的
、
場
所
的
、
又
は
事
物
的
標
識
を
除

い
て
o」

も
し
も
、

比
較
さ
れ
る
犬
い
さ
が
「
共
れ
ら
を
差
別
付
け
る
概
識
」
以
外
の
黙
で
具
、
っ
て
ゐ
る
た
ら
ば
、
そ
れ
に
同
種
性
彰
一
附
興
す

る
た
め
に
比
岐
阻
外
凶
予
の
除
却
が
占
な
さ
れ
ね
ば
な
ら
た
い
の
此
の
事
か
ら
、
後
述
す
る
一
除
却
を
件
ふ
比
較
」
ま
た
は
「
構
法
的
差

娘
一
を
除
却
ル
甲
山
町
出
比
較
」
の
問
題
が
出
荷
以
寸
る
。

一
方
、
比
較
可
能
性
の
布
無
は
比
較
槻
賄
、
比
較
目
的
に
依
存
す
る
。

し
た
が
っ
て
特
定
比
較
目
的
に
と
っ
て
比
較
不
可
能
友
数

も
他
の
目
的
に
と
っ
て
は
比
較
可
能
で
る
り
得
る
。
此
の
事
が
、
後
述
す
る
「
非
除
却
比
較
」
是
認
の
根
擦
と
な
る
。

比
較
結
果
に
つ
い
て
は
特
に
相
針
的
差
異
の
持
つ
諸
々
の
性
質
が
問
題
と
さ
れ
る
。
指
数
が
相
針
的
差
異
の
確
定
に
役
立
つ
事
は

既
越
し
た
。
相
針
的
差
異
と
は
「
A
は
B
の
何
倍
、
又
は
何
分
の
一
で
る
る
」
と
云
ふ
形
で
確
定
さ
れ
る
悲
具
で
あ
る
。

と
の
索
開
問
は

「
A
は
B
よ
り
何
阜
位
大
又
は
小
で
る
る
。
ー

と
い
ふ
絶
針
的
差
異
と
次
の
諸
結
に
沿
い
て
異
る
。

第
一
に
二
つ
の
大
い
さ
の
絶
針
的
差
異
に
は
正
負
を
値
一
蹴
し
た
な
ら
ば
、
唯
一

つ
の
値
し
か
た
い
の
に
針
し
、
相
針
的
差
異
の
揚

合
に
は
仰
れ
の
大
い
さ
を
比
較
模
地
T

に
す
る
か
に
よ
っ
て
二
つ
の
値
が
生
や
る
。
然
し
二
一
つ
の
値
は
相
互
に
逆
数
の
闘
係
に
あ
る
。

比
較
標
準
を
此
の
意
味
に
解
す
る
た
ら
ば
、
ヂ

1
ヂ
エ
ク
の
所
謂
比
較
標
準
の
相
蓮
に
よ
る
外
見
的
矛
盾
が
何
ら
比
較
標
準

な
ほ
、

フ
ラ
ス
ケ
ム
パ

l

r
指
数
用
論

策
四
十
七
巻

告主

競

四

七

大量

11• Flaskamper， ])as PTOblem der n Caeichartigl日 1I“inder Slatistik. (AlIg. 
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フ
ヲ

λ

ケ
ム
パ
!
の
指
数
理
論

第
四
十
七
巻

一

第

披

四

八

の
問
題
で
は
な
い
事
は
僚
ら
か
で
あ
る
。
比
較
標
準
が
如
何
な
る
も
の
で
あ
ら
う
と
も
、
大
い
さ
相
互
の
割
合
陶
係
、
列
序
に
は
鑓

化
は
左
い
。
所
謂
比
較
標
準
の
相
違
に
沿
い
て
問
題
と
な
っ
て
ゐ
る
事
柄
は
同
一
現
象
の
別
筒
の
側
面
の
測
度
方
の
で
あ
る
。
此
の

事
が
後
述
の
「
理
想
算
式
」
否
認
の
根
振
と
な
る
。

フ
ラ
ス
ケ
ム
バ

I
は
以
上
の
相
羽
的
差
異
の
諸
性
質
か
ら
指
数
の
「
悲
本
的
性
格
f

一

な
る
も
の
を
導
き
出

L
、
そ
の
性
怖
の
集
合
指
数
へ
の
具
慌
化
と
し
て
形
式
的
吟
味
の
問
題
を
取
扱
ふ
。

第
二
に
絶
判
的
差
異
に
曹
と
っ
て
の
山
単
位
と
し
て
は
数
的
山
単
位
ま
た
は
そ
の
数
倍
が
探
ら
れ
る
の
に
如
し
、
相
側
的
禿
山
邦
一
に
と
っ
て

の
単
位
と
し
て
は
ご
つ
の
大
い
さ
の
聞
の
断
係
、

例
へ
ば
同
日
叫
が
邦
ら
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。

か
k

る
草
山
忙
に
沿
い
て
礎
化
す
る
相

射
的
差
異
に
沿
い
て
は
こ
か
ら
四
へ
の
鑓
化
は
四
か
ら
八
へ
の
礎
化
と
等
し
い
規
模
の
「
時
変
動
の
歩
み
」
な
の
で
る
る
。
此
の
事
は
同

時
に
平
均
的
建
動
の
揚
合
の
幾
何
平
均
論
の
理
由
付
け
と
な
る
。

一ー一

此
庭
で
は
集
合
指
数
の
算
式
の
問
題
を
取
扱
ふ
。
集
合
指
数
と
は
複
合
的
統
計
的
大
い
さ
の
比
較
の
た
め
に
構
成
さ
れ
る
指
数
の

謂
で
あ
る
。
斯
か
る
大
い
さ
の
比
較
が
、
大
い
さ
そ
の
も
の
h
性
質
に
よ
り
、
特
定
の
算
式
で
表
現
さ
れ
る
、
そ
の
算
式
を
殻
見
す

る
事
、
換
言
す
れ
ば
、
如
何
な
る
算
式
が
如
何
な
る
意
味
に
h
N

い
て

E
営
で
あ
る
か
を
規
定
す
る
事
が
此
鹿
で
の
問
題
で
あ
る
。

一
つ
の
統
計
的
現
象
が
単
一
な
る
統
計
的
大
い
さ
に
よ
っ
て
特
徴
付
け
得
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
限
り
、
そ
の
比
較
の
た
め
に
構
成

さ
れ
る
算
式
に
は
何
の
困
難
も
な
い
。
そ
れ
に
付
い
て
問
題
と
な
る
の
は
比
較
さ
れ
る
大
い
さ
が
如
何
な
る
意
味
で
同
種
で
あ
る
か

〔
指
数
の
質
質
的
規
定
因
子
H
時
間
的
比
較
の
場
合
、
一
、
場
所
的
規
定
、

二
A

狭
義
の
事
物
的
規
定
)
及
ぴ
、
そ
の
恭
準
が
如
何
友
る
形
態
を
と
り
、

ま
た
系
列
会
慌
の
時
間
的
特
徴
が
如
何
に
あ
る
か
(
ニ
ワ
の
形
式
的
規
定
因
子
)
だ
け
で
あ
っ
て
、
算
式
白
煙
は
草
純
指
数
又
は
個
別
指

42-53. Derselbe， Der statistische Vergleich. S. 525.''530. 
P. Flaskamper， a. a. O. S. 63-109・
P. Flaskamper， a. a. O. S. 47-53・2) 



数
口
刊
一
刊
の
形
を
と
る
に
過
ぎ
な
い
。

統
計
的
現
象
が
一
全
系
列
の
犬
い
さ
の
計
算
的
棉
括
の
結
某
、
得
ら
れ
る
値
に
よ
っ
て
の
み
特
徴
付
け
得
る
揚
合
に
は
困
難
で
喝

る
。
此
の
場
合
に
は
事
物
論
理
的
意
味
を
持
つ
綿
楕
方
法
の
あ
り
得
ぺ
き
場
合
に
照
廃
し
た
第
式
が
構
成
さ
れ
友
け
れ
ば
な
ら
左
い
。

も
っ
と
も
此
の
性
質
の
統
計
的
現
象
と
前
の
性
質
の
そ
れ
と
の
層
別
は
全
〈
形
式
的
友
も
の
で
あ
っ
て
、
統
計
の
取
汲
ふ
一
切
の
現

象
は
本
来
複
合
的
性
質
の
も
の
で
、
冨
別
は
特
徴
付
け
の
仕
方
の
相
違
だ
け
な
の
で
あ
る
か
ら
、
集
合
指
数
は
個
別
指
数
か
ら
区
別

さ
れ
た
、
特
別
の
論
川
崎
的
構
成
の
も
の
な
の
で
は
及
く
、
疏
中
、
前
遁
の
論
川
崎
的
規
定
悶
子
か
ら
算
式
が
二
美
的
に
阻
(
へ
ら
れ
る
貼

は
同
党
り
は
な
い
。

統
計
的
表
示
の
持
礎
的
形
怨
だ
る
結
続
投
は
そ
の
い
た
ず
円
九
一
恨
の
性
貨
の
陽
測
に
よ
っ
亡
島
二
つ
又
は
一
}
-
ワ
の
担
陀
高
則
さ
れ
る
。
都

と
れ
を
外
越
的
大
い
さ
と
一
五
ひ
、
外
延
的
大
い
さ
は
連
績
は
川
で
も
、
不
連
続

一
は
観
察
さ
れ
る
現
象
の
範
園
を
一
不
ず
教
で
あ
っ
て
、

最
で
も
あ
り
得
る
。
第
二
は
現
象
の
性
質
又
は
性
質
の
程
度
を
測
っ
た
教
で
あ
っ
て
、

こ
れ
を
内
包
的
大
い
さ
と
云
ひ
・
内
包
的
大

い
さ
は
必
や
蓮
績
量
で
あ
る
。
前
者
に
営
る
も
の
は
数
景
-
等
で
あ
り
、
後
者
に
常
る
も
の
は
債
格
、
賃
銀
等
で
あ
る
。
如
上
二
つ
の

主
要
形
態
に
劃
し
て
第
三
の
混
合
形
態
を
な
す
も
の
は
、

そ
の
大
い
さ
が
先
づ
外
延
的
大
い
さ
で
あ
つ
で
、
そ
の
構
成
分
が
更
に
内

包
的
大
い
さ
と
外
延
的
大
い
さ
よ
り
成
る
も
の
で
あ
っ
て
、
償
額
の
如
き
が
そ
れ
で
あ
る
c

多
数
の
外
延
的
大
い
さ
の
鳩
指
の
代
表
的
た
仕
方
は
締
和
で
あ
っ
て
、
此
の
際
、
平
均
も
亦
常
に
可
能
で
あ
る
が
、
従
属
的
意
義

を
有
す
る
に
過
ぎ
な
い
、
放
に
此
の
複
合
的
現
象
を
抽
出
和
的
性
格
の
複
合
的
統
計
的
現
象
と
云
ふ
。
線
和
的
複
合
現
象
は
そ
の
特
定

時
結
に
た
け
る
大
い
さ
が
鴻
和
に
よ
っ
て
特
徴
付
け
ら
れ
る
の
で
あ
る
か
ら
、

そ
の
二
時
貼
聞
の
比
佼
は
総
指
数
の
形
を
と
る
、
す

プ
ラ
ス
ケ
ム
パ
ー
の
指
数
理
論

第
四
十
七
巻

第

競

一

四

九
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プ
ラ
ス
ケ
ム
パ
!
の
指
歎
刊
一
論

第
四
十
七
巻

四

C 

書与

量主

四

-
一
円

た
は
ち

h
-
Aで
あ
る
。

次
に
、
多
数
の
内
包
的
大
い
さ
の
綿
括
の
唯
一
の
可
能
な
形
態
は
平
均
構
成
な
の
で
あ
る
か
ら
、
此
の
程
の
現
象
を
平
均
的
性
格

の
複
合
的
統
計
的
現
象
(
大
い
さ
)
L
」
云
ふ
。
此
の
揚
ム
口
の
平
均
は
、
倒
成
部
分
た
る
個
k

の
値
が
静
態
的
大
い
さ
で
・
る
り
、
し
か
も
.

そ
れ
か
ら
、

会
個
別
値
の
値
か
ら
影
響
さ
れ
る
平
均
が
計
算
さ
れ
ね
ば
友
ら
ね
と
と
を
閉
山
と
し
て
算
術
平
均
が
探
ら
れ
ね
ば
た
ら

-リ

-h

仙
い
と
さ
れ
、
更
に
内
旬
的
大
い
さ
が
外
延
的
大
い
さ
か
ら
献
れ
て
は
存
在
し
得
や
.
か
つ

わ
、
っ
て
、

3

ぜ

.

平
均
の
高
さ
は
個
々
の
構
成
介
の
高

さ
に
よ
っ
て
規
定
芯
れ
る
ば
か
り
で
治
く

個
々

ω相
成
八
万
が
緋
現
象
に
川
本
興
す
る
税
政
K
よ
っ
て
も
亦
規
定
さ
れ
る

の
で
あ
る
と
云
ふ
乙
と
を
迎
由
と
し
て
、
本
源
的
車
位
へ
の
還
元
の
意
味
で
の
軍
み
を
採
る
必
要
が
主
張
さ
れ
る
の
で
あ
る
か
ら
、
一
小

均
的
性
格
の
複
合
的
統
計
的
大
い
さ
と
は

i
フ
ラ
ス
ケ
ム
パ
ー
に
た
い
て
は

l
某
礎
た
る
系
列
の
個
別
値
か
ら
の
本
源
的
翠
位
の
数

(
致
量
)
で
重
み
を
つ
け
た
算
術
卒
均
に
よ
っ
て
得
ら
れ
る
大
い
さ
の
詞
で
あ
る
。
か
L

る
大
い
さ
は
ま
た
水
準
と
も
よ
ば
れ
る
。
し
た

が
っ
て
水
準
の
測
度
と
し
て
翠
純
平
均
を
採
る
事
は
た
ピ
代
刑
法
と
し
て
し
か
五
首
脳
し
得
ら
れ
友
い
。
此
の
平
均
的
性
格
の
複
合

町一、
1

5

0

的
統
計
的
大
い
さ
の
比
較
、
印
ち
水
準
の
鑓
裁
は
、
共
れ
放
に
色
ぉ
一
九
五
(
但
し
a
は
外
延
的
大
い
え

a
は
内
包
的
大
い
さ
)
に
よ
っ
て
表

現
さ
れ
る
。
最
後
に
、
事
の
善
一
一
形
態
の
大
い
さ
の
比
較
は
仙
沼
に
よ
っ
て
表
は
さ
れ
る
。

l
r
z
E
C
 

こ
れ
ま
で
我
々
は
比
較
さ
れ
る
大
い
さ
自
身
の
佐
賀
か
ら
の
算
式
の
規
定
を
問
題
に
し
、
そ
の
比
較
目
的
と
の
関
係
を
一
腹
無
視

し
て
来
た
。
比
較
目
的
を
考
慮
す
る
た
ら
ば
問
題
は
一
居
複
雑
化
す
る
。
如
上
の
第
二
、
第
三
形
態
の
複
合
的
大
い
さ
の
比
較
に
あ

た
っ
て
、
我
L
R

は
そ
の
大
い
さ
が
二
つ
の
原
因
合
成
(
内
包
的
大
い
さ
と
外
延
的
大
ピ
ニ
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
る
事
を
認
め
て
来
た
が
、

も
し
も
我
々
が
岡
原
閃
合
成
の
一
方
だ
け
の
費
動
に
興
味
を
有
す
る
友
ら
ば
、
我
々
は
岡
原
川
合
成
の
他
の
一
方
の
差
異
を
除
却
し

轟
襲
警
3
2
7
F
2
2

I'. Flaskaml泥 r，a. a. 0.， S. 134・5) 



た
比
較
を
行
友
は
友
け
れ
ば
な
ら
-
泣
い
。

指
数
の
開
通
を
所
謂
除
却
H
消
去
方
法
の
膝
用
の
場
合
と
し
て
把
握
し
た
の
は
ヂ
ニ
で
あ
っ
た
。
ヂ
ニ
は
一
五
ふ
。
「
ひ
と
は
杢
く
一

般
的
に
債
格
指
数
の
構
成
が
常
に
次
の
二
つ
の
目
的
の
い
づ
れ
か
を
這
ふ
と
云
ひ
得
る
で
あ
ら
う
。
卸
ち
、
例
ひ
と
は
特
定
諸
財
貨
の

債
格
の
受
動
を
其
の
数
量
の
変
動
か
ら
猪
立
に
測
ら
う
と
す
る
か
、
又
は
例
ひ
と
は
数
量
の
的
変
動
を
債
格
の
鑓
動
か
ら
相
州
立
に
測
り

得
る
手
段
を
提
供
し
ゃ
う
と
す
る
。
;
:
・
も
し
も
我
々
が
問
題
の
解
決
に
必
要
な
線
て
の
材
料
を
庭
却
す
る
な
ら
ば
、
問
題
は
我
k

が
二
群
の
閃
子
(
債
格
と
数
量
}
の
結
果
と
し
て
観
察
し
得
る

n
友
る
大
い
さ
に
針
し
て
ゐ
る
の
を
見
出
す
と
い
ふ
仕
方
で
提
起
さ
れ

る
。
我
h
k

は
岡
群
の
悶
子
の
影
響
を
、

一
つ
の
群
の
溌
動
が
結
旧
市
た
る
大
い
さ
に
及

r
f作
用
な
除
却
し
、
か
く
し
て
直
接
に
他
の

群
の
作
用
佐
瞭
ら
か
院
し
、
ま
た
そ
れ
に
よ
っ
て
間
接
に
第
一
群
の
時
唯
一
肋
に
港
記
さ
れ
る
作
附
を
瞭
ら
か
に
す
る
事
に
よ
っ
て
分
離

し
ゃ
う
と
欲
す
る
。
我
h

は
此
の
目
的
の
た
め
に
数
量
が
不
轡
で
あ
り
、
債
格
の
み
が
愛
化
し
た
と
の
偲
定
の
下
に
、
如
何
に

n
な

る
大
い
さ
が
形
成
さ
れ
る
か
を
計
算
し
友
け
れ
ば
友
ら
友
い
。
し
ま
た
は
そ
の
逆
で
あ
る
。

フ
ラ
ス
ケ
ム
パ

1
は
ヂ
-
一
の
此
の
見
解
を
採
用
し
、
債
格
の
比
較
に
た
け
る
数
量
的
建
異
の
除
却
が
数
量
の
不
療
の
仮
定
の
下
に

沿
け
る
償
額
獲
動
心
計
算
に
よ
っ
て
一
注
さ
れ
る
事
を
認
め
る
の
で
あ
る
が
、
償
格
的
差
異
を
除
却
せ
る
数
日
夜
の
叱
較
が
債
瀬
の
比
較

に
上
る
必
要
を
認
め
友
い
。
査
し
、
数
量
は
債
格
と
は
無
関
係
に
そ
れ
自
身
と
し
て
計
算
し
得
る
大
い
さ
だ
か
ら
と
云
ふ
の
で
あ
る

U

数
量
的
差
異
の
除
却
は
雨
時
結
の
数
且
章
一
的
組
成
を
同
一
と
仮
定
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
な
さ
れ
得
る
の
で
あ
る
が
、

こ
れ
に
は
一
二
ケ

の
主
要
形
態
が
あ
る
。
第
一
は
雨
時
翻
の
数
量
的
組
成
と
し
て
装
準
時
鼎
の
数
量
を
採
る
事
、
此
の
場
合
に
は
比
較
は
卒
均
、
総

和
何
れ
の
場
合
で
?
取
引
ラ
ス
ハ
イ
レ
ス
丸
一
の
形
態
を
採
る
で
あ
ら
う
。
第
一
一
は
比
較
時
黙
の
数
量
的
組
成
長
る
事
、
此
の

フ
ラ
ス
ケ
ム
パ
ー
の
指
数
理
論

第
四
十
七
巻

第

競

五

四

Gini， Ouelques consiaerations au sujet de la Constnlctlon des non~~res ~ndices 
òe~ prix et 'des questions analogue~，・~iV[et :ro n.. rv. Band. Nr-. 1) S・5-6.
E. L田 peyre九'r-ramburger Warellpreise 1851-1863_ u. die Kalifornisch-
anstralu;cher Goldentdeckungen .seit 1848 (Jahrb.ιNat. u. Stat.， 3・Bd.
1864) S. 81. 
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ア
ヲ
ス
ケ
ム
パ

i
の
指
数
現
論

第
四
十
七
位
甘

四

第

競

一一一六

比
較
は
市
千
(
パ
l

こ
丸
山
の
形
態
ゆ
『
振
る
で
る
ら
う
。
第
三
は
北
川
一
準
、
比
較
時
誌
の
何
れ
と
も
一
致
し
た
い
、
標

b
t内
P
回
同
』
F

。

準
的
又
は
擬
制
的
な
数
日
高
組
成
を
採
る
と
と
‘
此
の
揚
合
に
は
比
較
は
山
口
一
一
(
ロ
I

プ
式
}
引
の
形
態
を
採
る
で
あ
ら
う
。
最
後
の

場
合
に
は
、

も
の
は
川
刊
を
如
何
に
定
め
る
か
に
よ
っ
て
無
数
の
形
態
が
あ
り
得
る
。

此
の
一
二
算
式
は
そ
れ

A
¥比
較
阻
外
国
子
の
除
却
の
あ
り
得
べ
き
形
態
を
去
す
限
旬
、
何
れ
も
E
A
H
M

で
あ
る
。
然
し
、

そ
れ
ら
が

何
れ
も
擬
制
的
お
航
を
使
別
し
て
計
算
を
行
ふ
限
り
相

見
雪
:
土
判
明

ζ
t
t
-

。。

想
主
2
l
:
i
z
j
南
す
ご

そ
の
結
川
市
は
現
賓
に
は
決
し
て
起
ら
左
い
と
こ

ら
の
、
過
税
の
一
俳
成
部
分
の
帥
宮
前
の
規
松
伝
計
算
し
仰
せ
し
此
る
も
の
訟
の
で
あ
る
t

し
か
も
・

三
附
刊
す
式
は
各
A

組
程
の
別
箇
の

側
面
を
測
る
。
具
慣
的
た
何
割
合
に
あ
た
ワ
て
何
れ
の
算
式
を
通
用
す
べ
き
か
は
具
般
的
な
比
較
目
的
が
之
を
決
定
す
べ
き
で
あ
る
。

ま
た
、
そ
れ
ら
が
各
k

別
箇
の
側
面
の
測
度
た
る
限
り
、

フ
イ
ツ
シ
ヤ

1
の
鋳
し
た
如
く
、
L
・P
式
を
交
叉
せ
し
め
て
一
ケ
の
算

式
を
作
り
出
す
事
は
論
理
的
意
味
を
紙
く
も
の
と
云
は
友
け
れ
ば
た
ら
左
い
。
そ
れ
は
最
早
同
種
の
量
の
比
較
で
は
た
〈
て
各
別
箇

の
比
較
か
ら
の
無
意
味
た
平
均
で
あ
る
。
然
し
一
方
、
子
み
の
交
叉
は
ロ

1
プ
式
の
一
つ
の
相
割
合
と
し
て
是
認
せ
ら
れ
得
る
で
あ
ら

ぅ
。
蓋
し
、
そ
れ
は
「
北
較
の
大
い
さ
」
だ
か
ら
で
あ
る
。

以
上
、
特
定
比
較
目
的
か
ら
附
議
す
る
「
構
治
的
差
異
を
除
却
せ
る
比
較
」
を
取
扱
っ
て
来
た
が
、
比
較
さ
れ
る
諸
量
の
う
ち
に
は

正
に
か
h

る
除
却
比
較
の
形
で
の
み
、
そ
の
水
準
の
一
両
さ
の
師
変
動
を
相
互
に
比
較
し
得
る
も
の
L
あ
る
事
を
注
意
L-泣
け
れ
ば
友
ら

-
泣
い
。
相
異
る
商
品
の
債
格
水
準
は
諸
商
品
が
共
通
な
る
数
量
単
位
に
還
元
し
得
友
い
が
散
に
そ
れ
か
ら
の
卒
均
、
水
準
の
計
算
は

不
可
能
で
あ
る
が
、
雨
時
黙
の
数
量
的
組
成
を
同
一
と
仮
定
す
れ
ば
、
平
均
を
線
和
に
よ
っ
て
代
置
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
水
準
自

慨
を
計
算
す
る
事
友
し
に
水
準
の
努
一
動
を
計
算
し
得
る
。

H. P日開he. Uber die P問 i!>entwicklung-der letzten ]f1hn::: nach den Ham 
burge-r Bor . ..;ennotierungen， (ebenda. 23. Bd. r874・)s. ，68. 
J. Lowe， The pre~cnt 叫atc of England in regard "!cJ 込gricl1lture，trade and 
finance， second edition， London. 1823・
Vgl. p~ Fla~käIIlper， Der Sinn der Indexzahlen (Allg-回目1"1.Archiv. 18. Bd.) 

s. '49-'59. 
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な
ほ
、

フ
イ
ツ
シ
ヤ
ー
が
最
善
の
指
数
算
式
を
濯
揮
す
る
に
営
っ
て
標
準
左
し
た
形
式
的
吟
味
忙
就
い
て
は
、

プ
ラ
ス
ケ

A

パ
1

は
突
の
や
う
な
見
解
で
あ
る
。

(
一
)
形
式
的
吟
味
は
殻
密
に
云
っ
て
無
用
で
あ
る
。
蓋
し
、
算
式
は
比
較
の
論
理
か
ら
構
成
さ
る
ぺ

き
も
の
で
、
形
式
的
吟
味
に
よ
っ
て
建
揮
さ
る
べ
き
も
の
で
は
た
い
か
ら
で
あ
る
。

会
二
形
式
的
吟
味
は
算
式
の
正
首
性
を
諮
問
す

る
た
め
に
は
不
充
分
で
あ
る
。
査
し
、

そ
れ
に
適
合
せ
ぬ
算
式
は
一
不
営
左
算
式
で
る
る
と
し
て
も
、
論
理
的
に
無
意
味
友
算
式
が

l

例
へ
ば
算
式
の
針
偶
式
と
の
交
叉
に
よ
り
1

吟
味
に
適
合
せ
し
め
ら
れ
得
る
の
だ
か
ら
。

認
は
誤
謬
で
あ
る
。
蓋
し
、
循
環
の
吟
味
の
根
本
思
想
は
種
々
な
る
時
知
に
封
ず
る
個
々
の
指
数
の
関
係
の
選
ば
れ
た
基
準
時
結
か

(三
)
7
イ
ツ
シ
ヤ

1
の
循
環
の
吟
味
の
否

ら
の
濁
立
性
を
一
示
す
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
は
相
針
的
差
異
の
持
つ
基
本
的
性
質
の
一

つ
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

(
四
)
ア
イ
ツ
V
ヤ

1

は
吟
味
を
、

そ
の
論
理
的
意
味
を
最
後
ま
で
追
求
す
る
事
注
し
に
、
全
然
闘
式
的
に
泊
用
し
た
。
川
ち
、
例
へ
ば

L
式
に
沿
げ
ろ
比

と弱:
し方
て向
、の

そ 車事
の、
基は

轟FP
換 TPJ212 
ので
吟ぁ
味る
ヘベl
の事

芥t:r.
王国 の
合に
を、

断
じ
た

マ
3

2

フ
イ
ツ
シ
ヤ
l
は

P
と

q
の
時
貼
記
琉
を
全
〈
非
論
理
的
に
入
れ
か
へ
て
川
広
ぽ

h
.
3
4
-

(
五
)
綿
て
の
正
営
に
理
解
さ
れ
た
吟
味
は
我
#
に
よ
っ
て
導
き
出
さ
れ

た
算
式
、
就
中
L
・p
式
に
趨
用
可
能
で
あ
る
。

四

此
庭
で
取
扱
は
れ
る
卒
均
の
費
動
と
平
均
的
後
動
の
概
念
的
矛
盾
の
問
題
と
云
ふ
の
は
通
常
の
指
数
論
の
用
語
を
以
て
す
れ
ば
複

合
指
数
が
比
率
の
平
均
に
よ
っ
て
算
定
さ
れ
る
か
、
平
均
の
比
李
に
よ
っ
て
算
定
さ
れ
る
か
の
問
題
で
あ
る
。
此
の
問
題
は
フ
ラ
ス

ケ
ム
パ
ー
に
よ
っ
て
指
数
会
し
て
意
味
を
持
ち
得
る
の
は
平
均
の
比
率
で
る
る
が
、
比
率
の
平
均
は
別
様
友
意
味
を
持
ち
得
る
と
答

へ
ら
れ
る
。

フ
ラ
ス
ケ
ム
パ
!
の
指
数
理
論

第
凶
十
七
巻

第

銃

七

四

F. Zi:i.ek， Der sltalistis.che Vergleich・(ebenda.21. Bd.) S・ 529-530•
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フ
ラ
ス
ケ
ム
パ
!
の
指
数
班
論

第
四
十
七
巻

四

回

第
三
競

1'-

ブ
ラ
ス
ケ
ム
パ
ー
は
ま
づ
次
の
や
う
に
雨
概
念
を
説
明
す
る
。

「
我
々
が
一
系
列
の
犬
い
さ

α
、
。
、

7
、
・
:
を
持
ち
、
そ
の
時
従

動
を
個
々
別
k

に
及
び
全
踏
に
沿
い
て
追
求
し
ゃ
う
と
す
る
と
仮
定
す
る
。

そ
の
際
、
我
k

は
0
時
期
、
基
準
時
賠
に
長
け
る
是
等

の
大
い
さ
を
目
町
、

ー、
m
d
 

台
特
徴
付
け
る
。
然
る
時
、
此
の
大
い
さ
の

ー
時
知
〔
比
較
時
劫
)
に
針
す
る
も
の
を
町
、

Q

州、

れ
で
、

O
時
智
治
け
る
平
均
は

t
T阿
国
、
-
時
拡
に
封
ず
る
卒
古
川
凡
九
回

+
7
2の
誌
の
大
い
さ
‘
又
は
我

Z
一
言
得
る

λ
R
-
+
h
y
+
ア

、

己

、

，

l

如
/
¥
水
準
の
俊
一
朗
の
大
い
守
口
は
、
そ
の
場

J
J
L
E
u
-な
り

個

h
d
j
l
A』の
MJι
の
押
収
は
勿
刊
一
一

A
A
J一
と
夜
る
o

そ
し
て
卒
均
的
稜
動
は

l
l少
く
と
も
多
く
の
著
者
の
意
見
で
は

|
l
m
，
寸
刊
↓
引
で
あ
ふ
。

以
下
、
卒
均
の
鑓
動
、
卒
均
的
鐙
動
の
概
念
規
定
を
あ
た
へ
、
且
つ
そ
れ
が
如
何
在
る
算
定
方
法
に
よ
っ
て
算
定
さ
れ
る
も
の
で

あ
る
か
を
瞭
ら
か
に
し
ゃ
う
。

第

の
問
題
。
党
づ
平
均
の
品
質
動
な
る
概
念
に
就
い
て
謹
ぺ
る
-
な
ら
ば
、
統
計
的
平
均
値
と
は
「
一
つ
の
一
統
計
的
系
列
の
個
別
値

に
針
す
る
集
中
的
危
教
的
表
現
で
あ
っ
て
、
そ
の
系
列
に
よ
っ
て
一
義
的
に
規
定
さ
れ
、
南
極
の
聞
に
横
た
わ
り
、
!
こ
れ
ま
で
は

統
計
的
卒
均
値
の
定
義
は
卒
均
値
一
般

ω
定
義
と
一
致
す
る
。

l
且
つ
、
そ
の
外
に
具
程
的
で
事
物
的
に
重
要
な
る
意
味
に
適
合
せ

る
も
の
」
と
し
て
定
義
さ
れ
て
ゐ
る
。
然
し
、
此
庭
で
の
平
均
は
特
殊
た
る
も
の
で
あ
っ
て
、
則
ち
、

そ
れ
は
ま
づ
「
複
合
的
統
計
的

大
い
さ
」
の
一
種
と
し
て
の
平
均
で
あ
り
、
而
も
「
内
包
的
統
計
的
大
い
さ
」
を
綿
括
し
た
る
も
の
、
「
卒
均
的
性
格
の
複
合
的
統
計
的

大
い
さ
」

の
謂
で
あ
る
。
次
官
G

に
費
動
と
は
時
間
的
差
具
の
事
と
規
定
さ
れ
て
ゐ
る
。
従
っ
て
、
卒
均
の
脱
皮
動
は
斯
か
る
大
い
さ
の

比
較
(
比
較
の
大
い
さ
)
、
而
も
相
針
的
比
較
を
去
す
。
た
ほ
、
別
左
個
所
で
は
「
卒
均
、
水
準
の
揖
変
動
に
封
す
る
測
定
数
は
鍵
動
の
結

果
を
表
す
L.:J) 

と
も
辺S

'"' ら
i1ン
」

ゐ
る

此
の
平
均
の
費
動
は
干
均
の
比
率
に
よ
っ
て
算
定
さ
れ
る
。

Cf. I. Fisher， il】id.p・451-4.57. G. I-Iaberler. a. a. 0.， S. xO'-I3・
P. Flaskamper， Dザ 3inn der lndexzahlen. Betra，chtunR Zll Gottfrie(l 

I-Iaberler's Buch耳ltlChenTi!els. (AIlg. 5!a!. Archi.. 1払 lld.)S. 154-
P. FI副 karnper. Der Sinn rler Indexzahlen. S. 155・
V gl. Hermberg， Die richtige Forrn der Indexz凶er.(¥Veltw. Archiv. 19-Bd.) 
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次
ぎ
に
平
均
的
費
動
左
る
概
念
に
就
い
て
云
へ
ば
、

こ
れ
は
「
平
均
的
友
鍵
動
の
強
度
、
歩
み
、

重
さ
、
又
は
平
均
的
鍵
動
力
'
一
を

表
す
も
の
と
さ
れ
、
特
定
時
黙
に
ゐ
け
る
一
つ
の
複
合
的
統
計
的
大
い
さ
の
各
構
成
部
分
の
費
動
を
去
す
と
こ
ろ
の
一
曜
を
・
な
せ
る

指
数
の
中
央
に
位
す
る
鑓
動
の
位
置
を
一
不
す
も
の
で
あ
っ
て
、
「
焚
動
に
参
輿
し
た
力
の
卒
均
的
大
い
さ
〈
の
洞
察
を
媒
介
す
る
」
意

味
を
持
つ
。
而
し
て
こ
れ
は
比
率
の
平
均
に
よ
っ
て
算
定
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
が
、

と
の
平
均
的
費
動
、
比
率
の
平
均
は
指
数
で
は

な
い
。
蓋
し
、

そ
の
大
い
さ
は
特
定
時
黙
に
お
け
る
鑓
動
を
表
は
す
も
の
で
あ
っ
て
、

二
時
黙
に
関
係
す
る
比
較
の
大
い
さ
で
は
な

い
か
ら
で
あ
る
。
然
し
乍
ら
、
此
の
平
均
的
建
動
を
去
す
数
字
の
系
列
は
そ
れ
自
身
、
指
数
に
材
開
化
し
得
る
も
の
で
あ
っ
て
、
系
列

の
一
ケ
の
噴
、
例
へ
ば
最
初
の
平
均
的
措
波
動
の
大
い
き
を
一

O
O
L」
治
き
、
他
の
も
の
吃
そ
れ
に
照
隠
し
て
換
算
す
る
な
ら
ば
、

く
し
て
得
ら
れ
た
も
の
は
平
均
的
提
動
の
指
数
系
列
注
の
で
あ
る
。
一
任
窓
伊
一
要
す
る
献
は
此
の
半
均
的
同
盟
動
の
概
会
(
及
び
算
定
方
法
)

が
後
の
論
文
「
平
均
の
論
理
」
に
沿
い
て
巌
密
化
さ
れ
て
ゐ
る
瓢
で
、
共
庭
で
彼
は
系
列
が
数
墜
上
の
分
布
法
則
を
見
出
し
得
・
な
い
、

不
規
則
な
分
布
を
一
示
す
場
合
を
問
題
に
し
叶
そ
の
場
合
で
の
平
均
の
算
定
目
的
弓
の
一
つ
と
し
て
「
系
列
の
卓
越
せ
る
中
位
の
位
置
」
を

規
定
す
る
事
を
事
げ
て
ゐ
る
が
、

こ
れ
は
卒
均
か
ら
の
上
と
下
と
の
値
の
開
係
が
何
ら
か
の
意
味
で
等
し
く
な
る
位
置
の
規
定
の
謂

で
あ
る
。
相
射
的
大
い
き
の
系
列
に
九
百
い
て
此
の
算
定
目
的
か
ら
出
費
し
て
上
と
下
へ
の
偏
差
が
等
し
〈
な
る
位
置
を
規
定
す
る
揚

合
が
所
謂
卒
均
的
時
党
動
な
の
で
あ
る
。

第
二
の
問
題
。
然
ら
ば
、
此
の
二
個
の
大
い
さ
は
如
何
な
る
算
定
方
法
に
よ
っ
て
算
定
さ
れ
る
か
、
平
均
の
費
動
が
卒
均
の
比
卒

に
よ
っ
て
、
平
均
的
機
古
一
が
比
率
の
平
均
に
よ
っ
て
算
定
さ
れ
る
事
は
す
で
に
述
べ
た
。
然
ら
ば
如
何
放
る
種
類
の
平
均
方
法
に
よ

る
も
の
な
の
で
あ
る
か
、
此
の
問
題
に
劃
す
る
フ
ラ
ス
ケ
ム
パ

I
の
答
は
卒
均
の
謎
勤
の
場
合
は
算
術
平
均
で
あ
り
、
平
均
的
時
党
動

フ
ラ
且
ケ
ム
パ
ー
の
指
数
理
論

九

第
四
十
七
巻

ll9 

五

第

畠主

der Statistik. 

。ミ

Vgl. P. F1ask五mper，Das Problem der l' Gleichartigkeit“in 
(Allg. Stat. Arcluv. 19・Bd.)S. 232. ff. 

Vgl. F. Zizek， Die statistischen Mittelwert. S. II?・及びそれと下の算定目的
白調係については P.Flaskamper， Lo詰ikder st. M.の註 7・

4) 

5) 



フ
-
7
2
ケ
ム
パ

I
の
指
数
理
論

第
四
十
七
巻

四
三
六

第

披

O 

の
揚
合
は
幾
何
平
均
で
あ
る
と
云
ふ
の
で
あ
る
。
そ
の
理
由
は
卒
均
算
定
の
某
礎
と
た
る
系
列
の
性
質
に
求
め
ら
れ
る
。
卸
ち
「
我

々
は
!
へ
件
ン
ペ
ル
ク
と
の
一
致
に
沿
い
て
1

静
態
的
大
い
さ
か
ら
の
平
均
は
算
術
平
均
に
よ
っ
て
、
動
態
的
大
い
さ
か
ら
の
平
均

は
幾
何
平
均
に
よ
っ
て
表
現
さ
れ
ね
ば
友
ら
泣
い
と
云
ふ
事
が
出
来
る
が
」

然
ら
ば
何
故

rd態
的
大
い
さ
(
朕
態
脱
象
)
か
ら
の
平
均
は
算
術
平
均
で
あ
る
の
か

Y
フ
一
一
フ
子
ゲ
ム
パ
ー
は
そ
れ
を
吹
の
や
う
た
例

で
肘
品
川
へ
る
。
剖
ち
、
も
し
も
十
噸
の
小
茶
が
百
八
十
マ
ル
グ
ゼ
、
他
の
十
噸
が
三
百
マ
ル
ク
で
版
資
さ
れ
る
在
ら
ば
、
平
均
債
格
は

云
ふ
迄
も
な
ぐ
百
九
十
マ
ル
ク
で
あ
る
。
蓋
し
、
十
噸
が
百
八
十
マ
ル
ク
で
、
他
の
十
噸
が
二
百
マ
ル
ク
で
販
費
さ
れ
ゃ
う
と
、
或

ひ
は
廿
噸
が
百
九
十
マ
ル
ク
で
販
買
さ
れ
ゃ
う
と
、
共
の
取
引
の
線
債
備
は
同
一
だ
か
ら
で
あ
る
。

乙
の
場
合
に
は
個
別
値
の
線
放
某
を
一
定
と
し
、
相
呉
る
個
別
値
を
相
互
に
等
し
い
値
で
代
置
す
る
事
(
所
謂
一
代
用
機
能
」
と
し
て
の

平
均
値
)
の
「
絶
射
的
大
い
さ
」
の
揚
合
が
問
題
と
た
っ
て
ゐ
る
や
う
に
解
せ
ら
れ
る
。
友
ほ
ヘ
ル
ン
ベ
ル
ク
が
奥
へ
て
ゐ
る
頭
由
は
別

友
算
定
目
的
を
迫
ふ
か
の
ご
と
く
で
あ
る
。

次
官
G
K
、
何
故
、
動
態
的
大
い
さ
(
襲
動
現
象
)
か
ら
の
平
均
は
幾
何
平
均
で
あ
る
か
?
そ
の
理
由
は
コ
一
か
ら
四
へ
の
相
針
的
費
動

の
歩
み
は
悶
か
ら
八
へ
の
そ
れ
と
疋
確
に
同
じ
寸
あ
る
。
従
っ
て
四
な
る
値
は
鍵
動
の
動
的
視
黙
に
た
い
て
は
二
と
八
の
中
央
に
あ

り
、
又
二
と
入
の
卒
均
で
あ
る
o
」
か
ら
で
あ
る
。
彼
が
例
解
し
て
ゐ
る
と
乙
ろ
に
よ
れ
ば
、

一
つ
の
大
い
さ
、
例
へ
ば
特
定
商
品
の

債
格
が
一
期
間
に
沿
い
て
二
倍
に
友
り
、

他
の
大
い
さ
、
他
の
商
品
の
債
格
が
八
倍
に
な
っ
た
と
す
る
友
ら
ば
.
雨
債
格
の
中
心

的
変
動
は
品
(
H
》
¥
時
三

日

(
H
M
t
)
で
は
友
い
。
蓋
し
、
費
動
の
放
同
市
.
卒
均
の
費
動
に
と
っ
て
で
は
た
〈
-
恐
ら
〈

で
る
っ
て
、

然
し
卒
均
的
時
現
動
に
と
っ
て
一
つ
の
大
い
さ
が
二
倍
に
た
り
、
他
の
大
い
さ
が
八
倍
に
た
っ
た
事
と
双
方
の
大
い
さ
が
四
倍
に
な
っ

， En~..iderung “ 

. s. 390. 
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た
事
と
は
同
じ
だ
か
ら
で
あ
る
。

な
ほ
、
幾
何
平
均
台
第
定
さ
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
消
極
的
な
瑚
山
と
し
て
算
術
平
均
の
使
用
よ
り
生
十
る
阿
つ
の
パ
ラ
ド
ク
ス
が
あ
げ

ら
れ
て
ゐ
る
が
、

そ
れ
は
(
二

A
が
O
時
黙
か
ら
1
時
期
へ
三
倍
と
友
品
、

B
が
同
じ
期
間
に
中
十
分
に
な
っ
た
揚
合
、
そ
の
平
均
的

経
動
は
、
事
態
闘
係
の
論
畑
山
上
り
し
て
岱
然
0
と
な
る
べ
き
筈
た
の
に
、
算
術
平
均
を
適
用
す
れ
ば
そ
う
は
友
ら
泣
い
。
〈
一
一
)
「
某

準
持
換
の
吟
味
」
に
適
合
し
な
い
。

(
三
)
二
つ
の
時
黙
の
犬
い
さ
が
相
互
に
他
の
も
の
よ
り
大
な
る
他
、
と
な
る
が
如
き
不
合
理
友
事

態
が
出
現
す
る
。
(
問
)
「
挿
入
可
能
の
吟
味
」
に
適
合
し
た
い
。

と
い
ふ
事
友
の
で
あ
っ
て
、
設
何
平
均
hr一
佼
則
す
れ
ば
か
L

る
不
合

四
か
ら
免
れ
る
と
い
ふ
の
で
あ
る
。

さ
き
に
、

平
均
的
礎
動
の
場
合
の
算
定
日
的
に
つ
い
て
の
べ
た
が
、

そ
の
目
的
に
山
山
穫
し
て
相
針
的
大
い
き
の
系
列
の
上
下
の
…
愉

一-
E

」

K
V
J
p
f
h
ト
園
い
υ

・-一

'
3
日一"旬、
.. 

、

、一主句会主

l
K
3
4
/
T
f
y
F
P
主

f

偏
差
は
前
で
あ
れ
U
v

、
そ
の
有
立
味
紅
側
折
方
法
は
債
で
あ
る
か
ら
、

携
やI

寸佐j

が

L 
'v~ 

A 
]::; 

の
が
、
「
平
均
の
論
理
」
に
ゐ
け
る
論
詮
で
あ
み
。

五

プ
ラ
ス
ケ
ム
バ

1
の
指
数
瑚
論
は
指
数
の
形
式
的
性
質
の
問
題
を
従
来
の
如
〈
、
数
川
内
的
に
で
は
な
く
、
形
式
論
却
一
的
に
解
明
せ

ん
と
企
て
た
黙
で
興
味
が
あ
り
、

部
分
的
に
は
示
唆
に
官
む
も
の
で
あ
る
が

そ
の
所
謂
、

事
論
刑
判
が
枇
曾
科
皐
の
理
論
K
基
礎
付

け
ら
れ
ざ
る
も
の
で
あ
っ
た
結
果
、
奈
悼
と
し
て
見
れ
ば
甚
だ
不
満
足
た
も
の
と
な
り
終
っ
て
ゐ
る
。
所
消
同
穫
性
と
は
大
量
の
同

種
性
た
の
で
る
ら
う
か
、
数
の
同
種
性
た
の
で
あ
ら
う
か
、
所
前
水
準
の
規
定
は
こ
れ
で
充
分
友
の
で
あ
ら
う
か
、
比
率
の
平
均
は

指
数
な
ら
や
と
の

E
張
は
是
認
し
得
る
で
る
ら
う
か
、

こ
れ
に
闘
聯
し
て
形
式
的
吟
味
は
無
用
で
あ
ら
う
か
、
平
均
港
揮
の
基
準
は

こ
れ
で
明
瞭
と
云
ひ
得
る
?
あ
ら
う
か
?
疑
問
は
数
多
く
残
さ
れ
て
ゐ
る
や
弓
に
思
は
れ
る
。

フ

ラ

ス

ケ

ム

バ

l

m
指
数
理
論

第
四
十
七
巻

四

七

告存

競
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